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貨
幣
博
物
館 

来
館
者
数
二
〇
〇
万
人
達
成

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物

館
は
、
一
九
八
五
年
十
一
月
の
開
館

以
来
の
来
館
者
数
が
、
三
月
十
四
日

に
二
〇
〇
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
万
人
目

に
ご
来
館
さ
れ
た
方
々
を
囲
ん
で
セ

レ
モ
ニ
ー
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

▼
貨
幣
博
物
館
は
、
一
時
は
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
臨
時
休
館
を
余
儀

日
本
銀
行
新
総
裁
、
新
副
総
裁
就
任

▼
日
本
銀
行
の
総
裁
お
よ
び
副
総
裁
が
交
替
し
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
総
裁
お
よ
び
副
総
裁
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【副総裁】
内田眞一

［うちだ・しんいち］
昭和 37 年 8 月 22 日生
出身地　東京都

昭和 61. 3　東京大学法学部卒業
　　 61. 4　日本銀行入行
平成 19. 5　企画局参事役
　　 20. 7　総務人事局参事役
　　 22. 7　新潟支店長
　　 24. 5　企画局長
　　 29. 3　名古屋支店長
　　 30. 4　日本銀行理事
令和   4. 4　日本銀行理事（再任）
 　　 5. 3　日本銀行副総裁

【副総裁】
氷見野良三

［ひみの・りょうぞう］
昭和 35 年 4 月 25 日生
出身地　富山県

昭和 58. 3　東京大学法学部卒業
　　 58. 4　大蔵省入省
平成 15.10　バーゼル銀行監督委員会事務局長
　　 18. 7　金融庁監督局証券課長
　　 19. 7　金融庁監督局銀行第一課長
　　 21. 7　金融庁監督局総務課長
　　 22. 7　金融庁総務企画局参事官
　　 24. 7　金融庁総務企画局審議官
　　 28. 7　金融庁金融国際審議官
令和   2. 7　金融庁長官
　　   3. 9　東京大学公共政策大学院客員教授
　　   4. 1　（株）ニッセイ基礎研究所総合政策研究部 
                    エグゼクティブ・フェロー
　　   5. 3　日本銀行副総裁

200 万人目にご来館された方々

【総裁】
植田和男

［うえだ・かずお］
昭和 26 年 9 月 20 日生
出身地　静岡県

昭和 49. 3　東京大学理学部卒業
　　 49. 4　東京大学経済学部入学
　　 50. 4　東京大学経済学部大学院入学
　　 51. 9　 マサチューセッツ工科大学経済学部大学院入学
　　 55. 5　 マサチューセッツ工科大学経済学部大学院卒業

 （55. 9  Ph.D. 取得）
　　 55. 7　 ブリティッシュ・ コロンビア大学経済学部助

教授
　　 57. 4　大阪大学経済学部助教授
平成 元 . 4　東京大学経済学部助教授
　　   5. 3　東京大学経済学部教授
　　 10. 4　日本銀行政策委員会審議委員
　　 12. 4　日本銀行政策委員会審議委員（再任）
　　 17. 4　日本銀行政策委員会審議委員退任
　　 17. 4　東京大学大学院経済学研究科教授
　　 29. 4　共立女子大学教授
令和   5. 4　日本銀行総裁
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の
モ
ー
リ
ス
・
オ
ブ
ス
ト
フ
ェ
ル
ド

教
授
に
よ
る
前
川
講
演
（
金
融
研
究

所
発
足
時
〈
一
九
八
二
年
〉
の
前
川

春
雄
総
裁
の
名
を
冠
し
た
ス
ピ
ー

チ
）
に
続
き
、
イ
ン
フ
レ
予
想
の
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
政
策
議
事
録
の
テ

キ
ス
ト
解
析
に
関
す
る
研
究
発
表
や

パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
、
金
融
政
策

の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
パ
ネ
ル（
第
七
回
）： 

生
体
認
証
技
術
の 

金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用 

 

―
新
し
い
国
際
標
準 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
９
０
９
２
の
概
要
と 

活
用
可
能
性
―
」を
開
催（
三
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
三
月
六
日
に

標
記
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人
確
認
（
ｅイ
ー
ケ
ー
ワ
イ

Ｋ
Ｙ

Ｃシ
ー

）
な
ど
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
も
生
体
認
証
技
術
の
活
用
が
進
ん

で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
際

標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
は
、
技
術

の
進
展
等
を
捉
え
、
リ
テ
ー
ル
決
済

な
く
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
学
生
の
グ
ル
ー

プ
や
ご
家
族
連
れ
の
ご
来
館
も
増

え
、
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
魅
力
的
な
博
物
館

を
目
指
し
、
展
示
や
各
種
情
報
発

信
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
皆
さ
ま
方
の
ご
厚こ
う

誼ぎ

に
心
よ
り
感

謝
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

開
館
日
等
の
情
報

は
貨
幣
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
二
三
回
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催

▼
金
融
研
究
所
情
報
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
は
、

二
〇
二
三
年
三
月
三
日
、「
オ
ー
プ

ン
・
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｏ

Ｓ
Ｓ
）
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
金
融
機
関
の

関
係
者
や
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者
な

融
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、日
本
銀
行
は
、

金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内
外
の
著

名
な
経
済
学
者
や
中
央
銀
行
関
係
者

を
招
い
た
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「O

ld�

and�N
ew
�C
hallenges�for�

M
onetary�P

olicy

」（
金
融
政
策

の
古
典
的
な
課
題
と
新
た
な
展
望
）

を
テ
ー
マ
と
し
て
、五
月
三
十
一
日
、

六
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
（
四
年

ぶ
り
の
対
面
形
式
）。

▼
植
田
和
男
総
裁
の
開
会
挨
拶
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

ど
を
中
心
に
約
一
五
〇
名
に
上
り
、

こ
の
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

▼
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
公

開
さ
れ
、
誰
も
が
自
由
に
利
用
や
修

正
、
再
配
布
が
可
能
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
お
い

て
不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
こ
う
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
金
融
業

界
に
お
い
て
安
全
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
を
展
望
し
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
想
定
し

て
い
る
開
発
の
世
界
観
、
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性

対
応
の
難
点
や
対
応
策
、
金
融
業
界

に
お
け
る
取
り
組
み
、
機
械
学
習
に

特
有
の
新
た
な
リ
ス
ク
と
い
っ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
三
名
の
外
部
有

識
者
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
Ｏ
Ｓ

Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
方

や
、
業
界
横
断
的
な
共
助
の
考
え
方

と
そ
の
限
界
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
そ
の
模
様
や
講
演

資
料
を
日
本
銀
行
金

開会挨拶を行う植田和男総裁（撮影：中島美沙）
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ま
す
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
標
準

化
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
内
容
や
取
り

組
み
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会 

（
第
五
回
）」を
開
催（
三
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
三
月
十
六
日

に
標
記
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
ま
ず
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
の
改
善
に
向
け
た
Ｇ
20
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
優
先
ア
ク
シ
ョ
ン

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
注
）
の
効

率
化
・
高
度
化
に
資
す
る
取
り
組
み

を
支
持
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
次
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の
採

用
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
送

金
電
文
の
仕
様
に
か
か
る
共
通
要
件

の
策
定
に
向
け
た
国
際
的
な
動
向
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
コ
ス
ト
や

ス
ピ
ー
ド
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

各
国
の
送
金
実
務
等
の
透
明
性
確
保

と
併
せ
て
作
業
を
進
め
る
べ
き
と
の

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
最
後
に
、
日
本
の
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ

Ｆ
Ｔ
の
現
状
が
紹
介
さ
れ
、
金
融

機
関
が
求
め
ら
れ
る
対
応
や
立
法

措
置
お
よ
び
業
界
横
断
の
取
り
組

み
に
関
し
て
、
幅
広
い
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に 

関
す
る
実
証
実
験 

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
）を
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
二
〇
二
一
年
四
月

よ
り
、中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨（
Ｃ

Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
に
関
す
る
実
証
実
験
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｃ
の
基
本
的
な
機
能
や
具
備
す
べ
き

特
性
が
技
術
的
に
可
能
か
否
か
を
検

証
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
「
概
念
実

証
」は
二
〇
二
三
年
三
月
に
終
了
し
、

同
年
四
月
よ
り「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
で
は
、
中

央
シ
ス
テ
ム
の
み
な
ら
ず
、
仲
介
機

関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
仲
介
機
関
シ
ス

テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
末
端
機
器

も
含
む
実
験
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
業
務
フ
ロ
ー
の
確
認
や
外
部
シ

ス
テ
ム
と
の
接
続
に
向
け
た
課
題
・

対
応
策
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
設
計
を
適
切

に
進
め
る
観
点
か
ら
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
置
し
、
リ
テ
ー

ル
決
済
に
関
わ
る
民
間
事
業
者
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
上
で
、
幅
広
い

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
こ
の
間
、「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル

通
貨
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」で
は
、

実
証
実
験
の
内
容
や
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
等

に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
や
関
係
当

局
の
方
々
と
情
報
共
有
や
意
見
交
換

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二
月
十
七

日
に
開
催
し
た
五
回
目
の
連
絡
協
議

会
で
は
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
の
進

め
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
海
外
主
要
国
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
参
加
者
の

方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

に
焦
点
を
当
て
た
生
体
認
証
シ
ス

テ
ム
の
モ
デ
ル
や
そ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
要
件
に
関
す
る
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
９
０
９
２
を
刷
新
し
、
三
月
に
公

表
し
ま
し
た
。

▼
当
日
は
、
ま
ず
、
こ
の
新
し
い
標

準
規
格
で
の
仕
様
と
、
関
連
す
る
生

体
認
証
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
を
簡

単
に
解
説
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
以
外
の
生
体
認
証
に
関
す
る
規

格
の
う
ち
、
業
界
で
広
く
認
知
さ
れ

て
い
る
Ｆフ
ァ
イＩ
ＤドＯ
の
規
格
に
つ
い
て

も
簡
単
に
解
説
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

生
体
認
証
に
携
わ
る
専
門
家
の
方
々

と
、
①
生
体
認
証
技
術
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
へ
の
活
用
事
例
、
お
よ
び
、
②

今
後
の
生
体
認
証
技
術
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
へ
の
活
用
の
展
望
と
国
際
標
準

の
活
用
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
議
論
し
ま
し

た
。

▼
決
済
機
構
局
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

分
野
の
国
際
標
準
化
を
検
討
す
る
国

際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）・
金
融

サ
ー
ビ
ス
専
門
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ
68
）

の
国
内
委
員
会
事
務
局
を
務
め
て
い

（
注
） 

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
を
指
す
。
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み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
」

を
開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
三
月

二
十
九
日
、
三
十
日
に
、
小
学
校
四

年
生
～
中
学
校
三
年
生
の
児
童
・
生

徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象

と
し
た
「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
す
る
、
金

融
・
経
済
分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

二
〇
〇
五
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
も
応
募
論
文
を
募

集
中
で
す
。

▼
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
・
経

済
へ
の
提
言
」
で
す
。
応
募
に
当

た
っ
て
は
、
日
本
銀

行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
募
集
要
項
を
お
読

▼
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
の
概
要
や

連
絡
協
議
会
の
説
明
資
料
等
は
、
日

本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
学
生
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■対談では、日本サッカー協会会長の田嶋幸三氏と高田創
審議委員にお話しいただきました。W杯での日本代表の活
躍の裏には、長年にわたる地道な指導者育成の取り組みな
どがあったことを熱く語っていただいています。グローバ
ル化がもっとも進んだスポーツとも言えるサッカー界の取
り組みは、わが国が将来目指すべき方向性を考える上でも
示唆に富んでいるように感じました。
■インタビューでは、俳優とショートフィルム映画祭の主
宰という２つの世界で活躍されている別所哲也氏を取材し
ました。中でも日本でショートフィルムの映画祭を立ち上
げられた経緯は驚きの展開が多くお勧めです。別所氏の行
動力の高さに感服するとともに、夢に共感し協力してくれ
た仲間の方々をとても大切にしておられたことが強く印象
に残りました。
■地域の底力では、香川県三豊市を取り上げました。新た
に地域に加わった方々の力をうまく融合しつつ、一人ひと
りが誇りを持てる社会を目指しておられます。三豊市の方々
の寛容さが潤滑油となって、良い循環が生まれているよう
です。� （上口）

�

応
募
締
切:

九
月
三
十
日（
土
）

「
第
一
九
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケートよりお寄
せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。

二
〇
二
三
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、
本
館
見
学
や
お
札

に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
は
気
付
か
な

い
偽
造
防
止
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
、
興
味
深
く
、
面
白
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
次
回
の
開
催
は
夏
休
み
期
間
中
を

予
定
し
て
い
ま
す
。




